
◇ 宮 城 良 治 議員 

○ ２番（宮城良治） 世界自然遺産に向けて。 

 ①大宜味村エコツーリズム推進全体構想を作成していると思いますが、

環境省からの認定はいつもらえるのか伺う。 

 ②全体構想の取組の中に、基本方針の中に、「地域資源を大切にし、次

世代へと継承する人材を育成する。」とあるが、教育委員会として積極的

に協力できるのか伺います。 

○ 村長（宮城功光） お答えいたします。 

 認定につきましては、環境省との協議中であり、内容の修正等の調整が

進んでおります。 

 認定時期については、他省庁との協議も要するなど、今後も協議が続く

ことから未定となっております。 

○ 教育長（米須邦雄） お答えします。 

 全体構想の中に「小中学校の協力を得ながら、環境教育を重点的に推進

し、地域を大切に思い、地域に対する誇りと希望を持つ人材の育成を図る」

とされております。その件については、現在教育委員会としましては、環

境教育は非常に重要なものと捉えておりまして、現在は小学校３年生の総

合学習の中での環境教育ですね、それからわんぱく体験団の中での環境学



習という形でやっております。その辺を含めて、地域のすばらしさを認識

するともに、地域に対する誇りと自信を持ってもらいたいと思う観点から

一応やっております。以上です。 

○ ２番（宮城良治） 認定について、いつになるか未定ということだっ

たんですけれども、平成 30 年度に全体構想が作成されていますけれども、

例えば、この中身の見直しですけれども、特定自然観光資源が今ター滝だ

けになっていると思いますけれども、その見直しが今後あるのか。あと、

例えば構成メンバーに観光協会が入っていないんですけれども、その見直

しとかがあるのか伺います。 

○ 企画観光課長兼プロジェクト推進室長（福地 亮） お答えいたしま

す。 

 この特定観光資源のほうは、現在のところター滝のみとなっております

が、今後の見直しというのは、今申請をして協議をしている中での見直し

はございません。ただし、今後その必要性が出てくるとき、そのときにま

た必要であると認められれば、見直しの協議をしていくというところで認

定申請、見直しの認定申請が必要になります。 

 次に協議会の中に観光協会が入っていないということがありまして、平

成 30 年の時点では観光協会の設立がありませんでしたので、今協議の中



では観光協会を入れていくというところの話をしているところです。 

○ ２番（宮城良治） 特定自然観光資源にター滝を指定していますよね。

この指定により、法的な利用調整、あとあらゆる行為の規制が行えるので、

今より安全管理とか、あとはター滝の保全がやりやすくなるのかなと思い

ますので、早めに取り組んでいただきたいなと思います。 

 また、今後、前回も話しましたけれども、前回は入域量の話をしました

けれども、今後、環境保全基金を設置していくというふうに、全体構想の

中にも書かれていましたけれども、世界自然遺産登録前に条例を制定して、

登録とともに環境保全基金を設置したほうがよかったのかなと思うんで

すけれども、その辺、認定との絡みがあったのかどうか伺います。 

○ 企画観光課長兼プロジェクト推進室長（福地 亮） お答えします。 

 環境保全基金の件ですね、増設、設立ということが検討は進んでまいり

ました。ただし、内容については、ター滝だけではなくて、様々なところ

での自然環境の保全ということを目的で、基金とか協力金とかという話も

出ております。ただ、エコツーリズム全体構想の認定の協議との関わりと

いうことでは、深くなくて、進み具合についてですけれども、ではなくて、

やはりまだ我々のほうが未熟というか、そこまでのものを制度を設計でき

ていないというものもありますので、方向性としては持たせてもらいたい



というところで今考えているものとなっています。 

○ ２番（宮城良治） ぜひですね、この辺基金のほうも取り組んでいた

だいて、今、野ネコの問題とか、またほかの助成金とかあると思いますけ

れども、その辺もほかの問題とかもあると思いますが、そういう基金が使

えればなと思います。 

 次に現在、エコツーリズム推進全体構想の認定を受けている団体として、

今現在、奄美のほうでは１市９町２村で奄美群島として認定をもらってい

ると思うんですけれども、今後、我々大宜味３村、やんばる地域として調

整して、３村でということは考えられますか。 

○ 企画観光課長兼プロジェクト推進室長（福地 亮） お答えします。 

 全体構想につきましては、大宜味村の場合は平成 20 年度から取り組み

まして、大宜味村地域全体構想として作成をして、大宜味村独自の認定申

請を行うということで取り組んでまいりました。その後、国立公園に指定

され、世界自然に向かう中で沖縄県が主導しまして、沖縄県の主導の中で

環境省と一緒に、国頭村、東村、大宜味村、この３村で森林ツーリズム全

体構想というものを作成しております。ただ、この森林ツーリズムの全体

構想につきましては認定申請を行わないということで、ルール作り、ガイ

ドライン的なものは一緒になって世界自然遺産に向けて取り組みましょ



うということはこれまでに話し合われて、作成されて完成しておりますの

で、それで対応していくということであります。 

○ ２番（宮城良治） ありがとうございました。今回の全体構想ですけ

れども、エコツーリズム推進法は、自然環境の保全、観光の振興、地域振

興、観光教育の場としての活用の４つを実現させることを基本としていま

す。それで②の質問に移ります。 

 この全体構想の中に、先ほども教育長もおっしゃっておりましたけれど

も、地域の自然を大切にし、次世代へと継承する人材を育成する。この中

に、地域の未来を担う子供たちの育成が重要である。地元の自然環境や文

化への関心を高め、様々な事業に参画することにより、次世代へのリーダ

ーとして育てることが必要である。そのために地元小学校の理解を得なが

ら環境教育を重点的に推進し、地域を大切に思い、誇りと希望を持つ人材

を育成するというのがあります。それでほかの地域も見たんですけれども、

小笠原のほうにも学校教育は、環境に関する豊かな感受性の育成、環境に

関する見方や考え方の育成、環境に働きかける実践力の育成を行っている。

小中学校においては教育課程の編成時に自然環境に関連する数多くの事

業を取り入れており、村立学校での子供たちへの環境教育は十分に実施さ

れているとか。あと屋久島とかでは屋久島型のＥＳＤ持続可能な開発のた



めの教育というのに取り組んでいます。これは屋久島だけではなくて、羅

臼町のほうでもＥＳＤに取り組んでいて、小中のほうで世界自然遺産に向

き合った教育を行っているようです。前回の、令和元年９月定例会の中で

一般質問をしたんですけれども、ユネスコスクールの件でちょっと質問し

たんですけれども、その辺、情報収集して積極的に取り組んでいきたいと

教育長からもお話があったんですけれども、その辺どうですか。 

○ 教育長（米須邦雄） 環境教育、学習につきましては、今、主に総合

の時間を利用して、例えば先月でしたら中学校１年生を対象にした、これ

は最近学校でも取組が活発になってきていますので、地域巡りということ

をやりました。その中で、中学１年生でしたか、丸一日かけて、大宜味村

内の各集落、17 集落全て回りました。その集落ごとの特徴であるとか、地

形であるとか、あるいはまた産物であるとか、そういうことも含めてです

ね。別に自然環境だけでなくて、いろいろな社会環境も含めてそういうこ

ともやってまいりました。また、先ほど申しましたように、わんぱく体験

団の中では、去年はできなかったんですが、大国林道沿いの中で、山での

キャンプをするとか、川を例えば田嘉里川を歩いてみるとか、そういうこ

とを結構頻繁していましたので、基本的には我々大人も含めてそうですが、

まず地域のことを自分から知るということが非常に重要だなと思ってい



ます。そうじゃないと、やっぱり地域をみて、ほかと比較できないという

こともありますので、今後ともこの辺については、学校側と十分協議しな

がら、可能な限り、そういう地域の環境については学習をしていく場を設

けていきたいと考えております。 

○ ２番（宮城良治） 今、今年度から自然観察クラブがなくなりました

よね。今まで喜如嘉小学校が続けてきて、大宜味の環境教育というのは 30

年以上続けてきたんですけれども、その中で私がよかったなと思うのが、

観察とか研究の積み重ねですよ。今日やったことと、去年同じ日にやった

こと、10 年前のことがデータとして子供たちが蓄積してきたことがある

ので、先輩方が頑張っていることをそのまま受け継いで、また後輩に引き

継ぐというのが喜如嘉小学校とか塩屋小学校では行われていたと思いま

す。それでですね、またこの先輩方、高学年が入ってきた低学年に自分た

ちが学んできたことを下級生に指導するとかというこの上下関係という

か、子供たちの環境づくりにもなってきたことなのかなと思いますので、

ぜひその辺ももう一度、検討していただきたいと思います。以上です。 

○ 教育課長（宮城 豊） 宮城良治議員の提言等を踏まえて、教育委員

会としても環境教育について重点的にまた頑張っていきたいと思います。 

 あと、先ほど自然観察クラブがなくなったと議員がおっしゃっていまし



たけれども、確かに自然観察クラブはありませんけれども、３年の総合学

習の中で、屋古のチョウであったり、自然環境教育に関してやっていくと

いうことで方針を決めております。そのメリットとしては、自然観察クラ

ブだと、どうしてもやりたい子だけやる。総合学習であると、一応、子供

たち全員がそこに携わるということでありますので、そこはひとつメリッ

トなのかなと思います。今、議員がおっしゃるように先輩が培ったものを

後輩に受け継いでいくというシステムを教育委員会としても受け継いで

やっていきたいと思います。 

 また、小学校、中学校で、この全体構想の中には高校も入っております。

今、頻繁に３村の教育委員会と辺土名高校の校長先生、教頭先生あたりが

会議を持つようになって、この環境についてとか、環境科の出口も一生懸

命一緒になって考えていこうというシステムづくりもしていますので、今

後は、また教育委員会として、３村の教育委員会も含めて、そういうエコ

ツーリズム関係に関して、自然教育に関して頑張っていきたいと思います。

以上です。 

○ ２番（宮城良治） では最後に、世界自然遺産登録になって、それが

ゴールではなくて、そこからスタートだと思いますので、村行政、あと教

育行政、地域、子供たち一緒になって世界自然遺産地域として盛り上げて



いけたらと思いますので、頑張っていきましょう。よろしくお願いします。 


